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本日は、防災の日です。各地で防災訓練や関連行事が開催されています。東日本大震災や今後発生が 
言われている首都直下型地震等により、これまで以上に「防災」への関心が高まっています。 
この機会に、会員各社のご協力を得た東日本大震災における協会の支援活動を振り返りました。また 
その契機となった会員企業の社員が災害ボランティアへ参加した際の社内報告の一部を紹介します。 
なお、協会といたしましては、会員各社における防災意識の向上と危機管理の推進を企業活動継続 
の観点から推奨致します。 

東日本大震災におけるＪＰＡの緊急援助物資対応について（振り返り） 

１．依頼先・窓口等 

・内閣府・被災者生活支援特別対策本部（※現在は「被災者生活支援チーム」に呼称変更） 

・ 経済産業省製造産業局紙業生活文化用品課（※現在は「紙業服飾品課」に呼称変更） 

２．対象物資 

プラスチック製・折りたたみ式コンテナ（通称：オリコン） 

①５０リットルタイプ：３，７００個（保管時使用の台車：１３０台） 

②６０リットルタイプ：１，６００個（保管時使用の台車：６０台） 

③７５リットルタイプ：４，７００個（保管時使用の台車：１６０台） 

３．提供会員企業 

三甲株式会社：上記の②と③／日本パレットレンタル株式会社：上記の① 

４．納品先・用途 

福島県災害対策本部 

特に、県内で屋内退避地域や放射線量の値が相対的に高い地域等への生活物資の宅配に使用 

５．経緯 

・2011 年 3 月、経済産業省製造産業局紙業生活文化用品課より協会に対して、プラスチック 

 製の容器を緊急援助物資として確保するよう依頼の連絡が入った。 

・経済産業省との協議で物資の仕様詳細が特定できなかったため、納品先である福島県災害対

 策本部へ協会が直接ヒアリングを実施して、オリコンが用途に合致することを確認。 

・しかし、会員企業へ照会するものの、各社とも震災対応等で在庫薄の状況。依頼に対応可能

 であることが確認できた上記の２社を納品企業に決定。 

・再度、協会から福島県災害対策本部へヒアリングを実施して、オリコン３タイプ：10,000 

 台の納品で合意。 

・ 5 月末までに全数納品を完了 

６．その他 

経済産業省から感謝状の贈呈を受けた 

会員企業の社員が災害ボランティアへ行ったことを社内報告したメール 

監修：広報委員会 

作成：事務局 

 

発行：2011 年 9 月 1 日 

この度の東日本大震災においては、会員各社におかれましても、企業活動

の一環として様々な支援活動をされています。 
協会としての支援活動を通して感じたことは、「会員各社の企業力を協会が

ほんの少し束ねるだけで、とても大きな力になる」ということでした。 
今回の経験を活かし、これからも会員各社の企業力を災害支援や福祉等の

社会貢献へつなげられるように活動して参ります。 
会員各社におかれましては、引き続き協会活動へのご理解とご協力の程、

お願い申し上げます。 


